
令和２年４月７日 

広島市新型コロナウイルス感染症対策本部 

 

大阪府で判明した新型コロナウイルス感染症患者について（第１報） 

 

１ 探知 

令和２年４月５日（日）、大阪府から「新型コロナウイルス感染症患者が発生し、当該患

者の行動履歴を調査したところ、広島市内に滞在歴がある。」との連絡があった。 

 

２ 概要 

患者は大阪府在住の３０歳代の男性で、３月２９日（日）～４月１日（水）に広島市内に

滞在、４月４日（土）に大阪府においてＰＣＲ検査を実施し新型コロナウイルスの感染が

確認※された。 

 ※ 大阪府は、発症日を咳が出現した４月１日としている。 

 

３ 現在の患者の状況 

  現在、大阪府内の感染症指定医療機関等への入院調整中 

 

４ 行動履歴 

⑴ 親族宅 

  ３月２９日（日）～４月１日（水）に滞在。親族のうち、濃厚接触者と判断できる者が

７名おり、うち６名について、衛生研究所によるＰＣＲ検査の結果、陰性であることを

確認した。残る１名についても、衛生研究所でＰＣＲ検査を実施する予定である。（後日、

検査結果を情報提供予定） 

保健センターからは、対象者に対し、４月１５日（水）まで、健康観察を実施するとと

もに、不要不急の外出の自粛を要請した。 

  

⑵ 移動手段 

  自家用車で移動。公共交通機関の利用はない。 

 

※ 本人からの申告によれば、発症前１４日以内に渡航歴はない。また、発症後（４月 

１日以後）はマスクを着用していたとのこと。 

 

５ 現在の対応状況 

大阪府と連携し、市内の立ち寄り先及び濃厚接触者について、引き続き調査を実施する。

新たな濃厚接触者が確認された場合、速やかに健康観察を実施するとともに、不要不急の

外出自粛の要請を行う。また、必要に応じてＰＣＲ検査を行う。 


